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令和５年度　今治市火葬場（燧風苑）　指定管理者モニタリング結果

今治市火葬場（燧風苑）

今治市山方町一丁目乙45番地

指定管理者

富士建設工業　株式会社

代表取締役　鳴海　利彦

新潟県新潟市北区島見町3307番地16

モニタリング
の実施方針・

方法等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利
用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果
を取りまとめました。
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評価内容

課題

総則 Ａ Ａ

利用状況 Ａ Ａ

事業収支 Ｂ Ｂ

管理運営体制 Ａ Ａ

管理運営業務 Ａ Ａ

利用業務 Ｂ Ｂ

　今年度も、物価等の変動に伴う経費
の増加により赤字となりました。今後
もできる限り経費削減に努め、健全な
管理運営を検討してまいります。

　おおむね適正に実施されていた。火
葬件数の関係等で職員手当が予算額を
超過したり、想定外の光熱水費の上昇
で予算を超過したと推察される。火葬
炉の運転調整などでガス料金の圧縮を
図るなど節減に努めたが、赤字決算と
なった。適切な事業計画の策定に基づ
く予算化を行い、経費削減のための方
策の検討を実施し、安定した経営を目
指されたい。また、伯方斎場の運営と
も調整を図りつつ、より効率的な管理
運営に努められたい。

　故人やご遺族などのご利用者への配
慮をしつつ、公共施設としての性格
上、厳粛な中にも公平・平等な接遇に
努めてまいりました。受付業務には障
がい者を配置し、障がいや体力に応じ
た業務を行っております。また、今年
度も、新規研修も行い職員の技術の向
上に努めました。

　適正に実施されていた。研修実施計
画を策定し、積極的に研修を実施して
いる。また、業務の一部を障がい者就
労支援関係事業所へ委託し、さらに積
極的に障がい者雇用も行った。今後も
全職員で協力し、仕事をしやすい雰囲
気づくりや、職員が長く働き続けたい
と思える職場作りに努められたい。

　利用者アンケート結果から、施設利
用にあたっては今年度も高い評価をい
ただきました。今後も、施設の維持管
理及び利用者への配慮に対して常に高
い意識を持ち、より質の高いサービス
提供に努めてまいります。

　利用者へのアンケート結果より、高
い満足度が得られている。これは、施
設の維持管理や、職員の利用者への配
慮が高く評価されたものと解される。

　仕様書に基づき、施設の維持管理、
設備の保守点検等を確実に実施すると
ともに、各業務の円滑な遂行と利用者
の安全・安心を確保するよう努めまし
た。また、朝礼、終礼、及び各種社内
研修の実施により、職員の意識向上と
業務・管理技術の向上に努めました。
全職員が施設の設置目的、管理基本方
針、及び条例、規則を十分理解し遵守
することで、今後も利用者にとって満
足度の高い施設管理を目指していきた
いと考えております。

　適正に実施されていた。施設の設置
目的や管理運営の基本方針を理解し、
適切な管理運営がなされている。条
例、規則、仕様書についても一定の理
解がなされている。今後も職員研修等
を実施して全職員が等しく高い意識を
持ち、利用者に満足していただく施設
を目指されたい。

　施設利用者や葬祭業者に対しては、
平等な利用を確保し偏らない運営を行
いました。施設の円滑な使用のため、
法令、規則を遵守し、利用者の心情に
心を配りました。

　適正に実施されていた。利用業務全
般においては、仕様書に基づいた適切
な実施が認められた。速やかに市と協
議を行い柔軟な対応を実施した。今後
も研修等で職員教育を行い、適切かつ
利用者に寄り添った利用業務を実施さ
れたい。

指定管理者自己評価 市による評価

　施設の設置目的である「人生終焉の
荘厳な場として、故人との別れの儀式
を厳粛かつ円滑に執り行うこと」に
沿った管理運営を行いました。施設の
維持管理については、斎場にふさわし
い施設としての美観を維持し、人生終
焉の場にふさわしい空間の提供に努め
ました。火葬炉設備の保守について
は、日常点検を重視し早めの報告連絡
を弊社工務部と行うことにより、不測
の事態に備えてまいりました。また、
火葬炉運転業務に係る緊急時対応研修
を実施し、職員の技術向上に努めてま
いりました。今後も施設維持管理及び
保守点検について、適切な対応ができ
るよう努めてまいります。

　適正に実施されていた。植栽管理業
務や清掃管理業務など仕様書の基準に
基づき適切に実施されていて、アン
ケートでも高い評価を受けている。ま
た、火葬炉をはじめとする施設設備の
保守点検が適切に実施されている。今
後もこまめな日常点検により早期の不
具合の発見に努められたい。また、長
期の修繕計画のために速やかに報告い
ただきたい。



課題

その他業務 Ａ Ａ

修繕業務 Ａ Ａ

備品管理業務 Ｂ Ｂ

行政財産の目
的外使用許可
手続業務

Ａ Ａ

自主事業 Ｂ Ｂ

　前年度に引き続き、飲食提供業務の
ために自動販売機１台を設置いたしま
した。なお、設置にあたっては、条例
に基づく手続き及び収益の処理ともに
適切に実施いたしました。

　適正に実施されていた。目的外使用
許可手続き及び収益の処理について、
適切な業務遂行が認められた。今後も
手続き等の適正な処理に努められた
い。

　「写真の展示」については、公益社
団法人今治地方観光協会様より、今治
市内の風景写真をご提供いただき、前
年度同様実施いたしました。利用者ア
ンケートからも多数好評をいただき一
定の効果を上げることができたと思っ
ております。
　「関前地区火葬等業務」について
は、毎月保守点検を実施いたしまし
た。不具合箇所に対しては、早期対応
を行うよう努めてまいります。
　「いまばりｼｪｲｸｱｳﾄ訓練」（今治市民
一斉防災行動訓練）については、安全
行動を実際に行う事でいざという時
に、自分自身の安全は自分で守る行動
を身につける事ができたと思います。
地域防災力を高め災害があっても身近
な人を助けることができるよう努めて
まいります。

　適正に実施されていた。地域に根ざ
した取組として、地元の写真展示を
行った。他施設と比較しても工夫のあ
る事業の実施は認められる。施設の性
格上、自主事業の実施は難しいと思わ
れるが、積極的に新しい事業を提案実
施することが望まれる。

　職員には、常に業務の基本を忘れな
いよう、朝礼、終礼、ミーティングを
利用して、定期的に指導をいたしまし
た。日常的に行っている施設内外の点
検、見回りは確実に行うよう徹底しま
した。個人情報につきましては、個人
情報保護法などの関係諸法令を遵守す
る事はもちろんの事、マニュアルを
ベースとした社内研修を行い個人情報
の取り扱いと秘密保持義務についても
教育指導を行いました。また、シュ
レッダーを活用し使用済の資料につい
ては、必ずシュレッダー処理をしたう
えで廃棄処分することとし、情報の漏
えいが起らぬよう徹底管理いたしまし
た。

　適正に実施されていた。各種マニュ
アルに基づき、防災訓練及び個人情報
保護研修が適切に実施されていた。ま
た、チェックリストを使用した事故防
止のための定期点検が適切に実施され
ている。積極的に他施設の事故事例の
収集も実施されている。今後も、予防
活動や研修を実施し、事故及び災害等
の未然防止に努められたい。

　施設設備修繕については、日常的に
施設内外の点検、巡回を適切に行うこ
とで、不具合箇所に対し、早期発見、
早期対応に努めました。特に火葬炉設
備については着火テストなど始業前点
検の確実な実施により効果的な対応を
とることができました。また、火葬炉
メーカーとして積極的に中長期修繕計
画を策定するとともに、その計画につ
いては、今治市の意向に沿ったより効
果的な計画となるよう努めてまいりま
す。

　適正に実施されていた。優先度の高
い修繕については、適切な実施が認め
られた。修繕項目については、優先順
位を適切に分析し、計画的な修繕の実
施が認められた。今後、火葬炉のみで
はなく施設全般の修繕計画について
も、保守点検の結果を分析の上、適時
の計上、早期発見報告・早期対応に努
められたい。

　定期的に備品検査を実施し、備品管
理体制を強化しました。今年度も備品
の経年劣化が無かった為、備品購入は
見送りました。今後も安心して使用で
きる環境を整え利便性向上に努めて参
ります。

　おおむね適正に実施されていた。利
用者の要望もなく、劣化もなかったた
め新規の購入はなかった。備品台帳、
備品の異動についての速やかな処理が
実施されていた。備品管理について今
後も適切な実施を行うように努められ
たい。

指定管理者自己評価 市による評価



課題

地域団体との
連携

Ｂ Ｂ

利用者
アンケート

Ａ Ａ

事故・苦情 Ａ Ａ

指定管理者の
経営状態

　アンケートの実施に際しては、葬祭
業者各社並びに利用者のご協力をいた
だきました。アンケートからは貴重な
ご意見をいただき、これを施設運営に
活用することで利用者の利便性向上並
びに適切な管理運営に反映することが
できました。今後も、季節毎に実施
し、より多くのご意見を収集すること
で、適切な施設運営と業務の改善につ
なげてまいります。

　適正に実施されていた。引き続き意
見収集に取り組み、利用者ニーズの把
握に努められたい。意見の中には葬祭
事業者あてと思われるものも見受けら
れるが、情報共有をし、協力して利便
性向上に取り組んでいただきたい。ま
た、アンケートに記載された意見につ
いては、指定管理者では対応できない
部分もあるが、できるかぎり利用者に
快適に過ごしていただくよう配慮ご協
力いただきたい。

　利用者のご意見については、アン
ケート調査だけでなく、職員が聞き
取ったご意見を外部評価として書き取
とるなど、幅広い声を聞く体制を整え
ております。苦情が出た時は、職員全
員で話し合い、業務の見直しなどに取
組みました。今後も、過去の事例を参
考にしたり、他の事業所と密に意見交
換を行い、迅速かつ丁寧な対応ができ
るよう努めてまいります。

　適正に実施されていた。定期的な施
設内の点検が実施されており、大きな
事件事故の発生はない。また、他斎場
の情報を収集するなど、事故防止へ向
けた取組が認められた。今後も、事
故・苦情等へ適切な対応ができるよう
努められたい。

　決算書類等を確認した結果、指定管理者として適正
に業務を行えると判断できる。

　市民サービスの向上と円滑な業務遂
行のため、葬祭業者の皆様と連絡協議
会を年２回開催いたしました。葬祭業
者の皆様より貴重な意見を聞くことが
でき、市民の皆様への更なるサービス
向上に役立ててまいります。今後も、
貴重な意見交換の場となるよう、定期
的に連絡協議会を開催してまいりま
す。また、各種地域活動への参加や情
報交換を積極的に行っていきたいと考
えます。

　適正に実施されていた。葬祭業者と
の定期的な協議会の開催により、施設
の円滑な利用促進のための協議がなさ
れている。3年ぶりに市民大清掃時の井
筒の水周辺清掃を実施し貴重な地域意
見を聞くことができている。いろいろ
な機会を捉えて地域との交流を図り今
後の施設運営に生かしていただきた
い。

指定管理者自己評価 市による評価



総　合　コ　メ　ン　ト　(市)
　指定管理者は、今治市火葬場条例及び施行規則ならびに業務仕様書に基づき、施設の特性をふまえた管
理運営に努められており、指定管理業務は適正に実施されていると認められた。
　事業収支に関して、火葬件数の関係等で職員手当が予算額を超過したり、想定外の光熱水費の上昇で予
算を超過したと推察される。火葬炉の運転調整などでガス料金の圧縮を図るなど節減に努めたが、赤字決
算となった。維持管理業務全体においては、植栽管理及び清掃管理などを適切に実施し、施設全体の美観
が高い水準で保持されている。これらは、利用者アンケートにより高い満足度として評価されている。
　指定管理業務におけるモニタリング結果については、一定の水準を満たしていると認められる。今後
は、火葬件数の増加を見据え、火葬炉や施設の使用を止めることなどないよう、一層の日常点検や早期の
修繕に努められたい。


